
 

恐怖を知る  地震体験車  2020.2.27 

防災訓練を実施しました。昨年に続いて長野県で 1 台所有の地震体験車で過去発生した揺れを体験しました。

全校生徒と職員が 4 人グループを作り、2 度大きさの違う地震を体験できました。 

13 日朝 2 時 18 分に石川県能登半島を震源とする震度 5 の地震が発生し、飯田周辺でも揺れを感じました。

今回の体験によって恐怖と安全確保についてより身近に感じることができ、万が一に心と物品を備えておくこ

とを再確認することができました。 

   

・ニュースでしか震度 4 などの地震を見たことがなかったので、目の前で見たり体験したりして揺れが思っていたよりも長く感じまし 

た。いつどんな時に地震が起きるか分からないので、防災グッズなども用意しておきたいです。 

・理科で学んだ通り、縦波の P波が先にきて、そのあと横波の S波がきたので、授業でやったことが身体で体験できてよかったで 

す。実際に突然起こると冷静でいるのは難しいと思いました。だからこそ普段から地震が起きた時にどこに隠れてどう逃げるべき 

かを考えておきたいと思いました。 

・自分の取るべき行動を確認しながら、自分の身は自分で守り、周りの人も守れたら守りたい。近くの物とかも安全な状態にしてお 

きたいと思いました。 

 

当事者意識で  生徒総会  2020.2.28 

2 年生が中心となって引き継いだ生徒会。今年度の締めくくりとして生徒総会が行われました。新生徒会長

をはじめ役員ひとりひとりがしっかり活動を振り返って発表し、生徒全員が意見質問をする姿が見られました。

当事者意識が高く、充実した総会となりました。 

・今年度最後の生徒総会がありました。色々と思い 

出してきて、たくさんのことがあったなと思いました。 

これで自分は直截かかわることはなくなるわけです 

が、後輩にはがんばってほしいと思います。 

 

ミニでも心を込めて  3 年生を送る会  2020.3.2 

3 日（火）からの臨時休校が決まったため、先生方や下級生から申し出により急遽 2 日に 3 年生を送る会 

を行いました。以前の計画した内容を縮小しつつ、心を込めた会となりました。 
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感染防止  臨時休校   2020.3.3～3.16 

日本そして世界的に猛威をふるっている新型コロナウィルスの感染予防の為、天龍 

村の小中学校でも臨時休校を決定し、2 日臨時登校で確認した翌日から臨時休校措置 

をとりました。 

毎日の健康観察と 2 日に 1 回の家庭訪問を実施。学校でも教職員の検温と問診を行 

い、教室の消毒を実施しました。高校入試前の 3 年生は希望により学校で受験勉強に励み、無事受検を終えま 

した。17 日には縮小化した終業式・卒業式を行い、その後は春休みとなります。感染が抑制され、学校に生

徒の声が響く日常に早く戻ってほしいと願います。 

 

嬉しい報告が  おめでとう!全国特選受賞   2020.3.13 

13 日、国土緑化推進機構による“令和元年度全日本学校関係緑化コンクール”において、本校の森林レボ

リューション（主にハンガーPROJECT 活動）が、学校林等活動の中学校の部で特選（農林水産大臣賞）に選

定されました。表彰は 5 月 31 日に島根県で開催される第 71 回全国植樹祭の会場で行われる予定で、表彰式

に招待されると聞いています。貴重な機会ですので、是非出席したいと思います。それまでに新型コロナウィ

ルス感染が終息していてほしいとも思います。 

 

ハンガーPROJECT        記念のサインをいただきました   2020.3.11 

 2019.7.20 日本男子バレーボールＶリーグ所属のジェイテクト STINGS チーム 

にハンガーを贈呈しました。前回リーグ 7 位であったチームですが、今シーズン 

絶好調でリーグ 2 位となり、なんと 3 月１日に行われたパナソニック PANSARS 

との決勝戦に勝利しました。創設以来初の日本一となり、ハンガーの力も感じま 

した。長野県出身の浅野選手と柳澤選手が帰省すると聞いて、ハンガーにサイン 

をいただいてきました。今までも多くの選手やチームに活躍いただいていますが、これから贈るプレーヤーに

も期待して大きな声援を送りたいと思います。新型コロナウィルス感染防止のため、ハンガー製作会最終回が

延期となりました。3 月中に贈呈や交流を計画していたところには、郵送にてハンガーをお届けしました。 

さっそくジム・ネット体操教室（大町市）から受け取っていただいた写真とサインを送っていただきました。 

写真の中には 2019 世界体操競技選手権大会日本代表の松村朱里選手もいます。 

               ≪郵送した（予定も含む）皆さん≫ 

〇山梨学院大学柔道部（山梨県） 〇カネボウ陸上部（東京都） 

〇バドミントン奥原希望選手（大町市） 

〇中部電力女子カーリング部（軽井沢町） 

〇トヨタ自動車女子ソフトボール部（愛知県） 

 

〖交渉中の皆さん〗 

〇信濃グランセローズ  〇大東文化大学テコンドー部  〇筑波大学サッカー部 

◎ホストタウン…豊橋市（サーフィン ドイツ代表・リトアニア代表）浜松市（柔道他 ブラジル代表） 

※中日新聞名古屋版の夕刊に掲載されたハンガーPROJECTの記事を見た愛知県の環境教育団体から、製作体験 

を含めた問い合わせがありました。この活動が県内外に知られ、認められていることに驚いています。 



心を込めた卒業式   2020.3.17 

学校長式辞より ～一部抜粋～ 

新型コロナウィルス感染が日本そして世界中に広がり従来にくらべ縮小せざるを得ない卒業式となりましたが、ここ

にいる全員で心を込めた卒業のお祝いと門出へのエールを送り、思い出に残る卒業式となることを願っております。 

さて、令和最初の天龍中学校卒業生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。「Nさんの読書量はずば抜けて多

かったなぁ」「M さんの歌声は心に響いたなぁ」と卒業証書を渡しながら、思っていました。 

さて、今年度三年生の学級目標は、「登龍門～学校の顔になる～」でした。大きな目標を達成するという願いと決

意が表れた学級目標でした。担任の先生は、若鮎のような皆さんが龍の様に成長する事を願っていると話してくれま

したが、色々な場面でその成長ぶりを見て取ることができました。 

生徒会活動最大行事である譲葉祭での準備や当日のリーダーシップ、梅花 PROJECT やハンガーPROJECT で

の発表や取り組みは、下級生の見本となり全校をけん引してくれました。大きな成果を残した皆さんは、まさに学校

の顔となって活躍してくれました。 

そんな卒業生の門出にあたり、私から一つお願いがあります。それは、「成功の陰には、他人にはわからない努力

があり、あきらめない心が大切である」ということです。あの天才作曲家のひとりであるベートーベンは「努力したもの

が必ず成功するとは限らない。しかし、成功する者は、皆努力している」と言う言葉を残しています。「これだけ努力し

ているのに、なんで成績が上がらないんだろう」とか、「友達関係がうまくいかない」とか悩みはそれぞれです。ただそ

うした時に簡単にあきらめてしまう人間と、あきらめずに努力を続ける人間ではどちらが魅力的だと思いますか。是非

魅力的な人間をめざして下さい。卒業生のみなさんが新天地において、たくさん学び、体を鍛え、心を磨き、他人の

為にも動き働く事の出来る人になってくれることを願っています。 

 

送辞より ～一部抜粋～ 

卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。皆さんは生徒会や梅花 PROJECTなどの活動を、心を込めて推

進してくださいました。私たちが分からない事があり戸惑っていた時には、手を差し伸べて丁寧に優しく教えて下さい

ました。温かな支えのおかげで、私たちは充実した学校生活を送ることができました。ありがとうございました。皆さん

から教えていただいたことを参考に、全校で心をひとつに少人数の一体感を活かして頑張っていきたいと思ってい

ます。天龍中学校で過された三年間で培った経験を活かして、充実した高校生活を送って下さい。 

 

答辞より ～一部抜粋～ 

最高学年として過したこの一年は、学校の顔として、全校生徒の前に立って引っ張っていく立場として、様々な困

難を感じながら過した一年でした。特に生徒会最大の行事である譲葉祭では、全校生徒が一丸となって取り組み、

大成功を修めることができました。このことは私たちの自信になりました。どんなときも一生懸命に活動に協力してく

れる一・二年生に、私たち三年生はいつも助けられてきました。そんな頼もしい皆さんなら、きっとこの天龍中学校を

更に素晴らしいものにしてくれると思います。私たちはこれから新たな道を歩みますが、自分らしく歩み続けていきま

す。先生方、地域の方々、そしてどんな時も陰で支え応援してくれた家族に深く感謝しています。 

 

 

 

 


